
月 単元名・教材名・時数・指導目標 時 主な学習活動

しょしゃの　やくそく
１書写学習の前に行う三つの確認事項（机上の整理、
書くための準備運動、姿勢・筆記具の持ち方を確かめ
る）を知る。

［教科書 巻頭］
２以後、書写の時間の前に一連の流れを適宜実践する
ことを知る。

◎書写学習の前に、机上の整理、書くための準備運
動、姿勢・筆記具の持ち方を確かめる一連の流れを行
うことができる。［知技(3)ウ(ア)］

じぶんの　なまえを　かこう／もじ　たんけんたい
１P42-43「ひらがな あつまれ」の平仮名の五十音表
から、自分の名前の文字を探して印を付ける。

［教科書P1-3］ ２印をつけた文字を、声に出しながら指でなぞる。

◎自分の名前を書いたり、校内にある文字を探したり
することで、書写学習に対する関心を高めることがで
きる。［知技(3)ウ(イ)］

３P1に自分の名前を書く。

４校内の文字を探す「文字探険」を行い、見つけたも
のをグループで発表する。

しょしゃ　たいそう
１書写体操が姿勢や筆記具の持ち方を正しくするため
の準備運動であることを知る。

［教科書P4-5］
２P4-5の絵を見て、書写体操の四つの動きを理解し、
力を入れるところに気をつけながら、書写体操を行
う。

◎書写体操を行うことができる。［知技(3)ウ(ア)］ ３書写の時間の最後に行う整理体操について知る。

４以後の書写の時間に適宜行うことを知る。

じを　かく　しせい
１P6-7の写真を見て、文字を書くときの正しい姿勢を
知る。

［教科書P6-7］
２唱え歌「あしは ぺったん せなかは ぴん…」に
合わせて姿勢を確かめ、以後の書写の時間に適宜行う
ことを知る。

◎文字を書くときの姿勢を正しくすることができる。
［知技(3)ウ(ア)］

３P7の写真を見て、タブレット端末を使う際の正しい
姿勢を知る。

えんぴつの　もちかた
１P8-9の写真や唱え歌「えんぴつ つまんで…」を見
て、鉛筆の持ち方を理解する。

［教科書P8-9］ ２P9の下の絵を見て手の置き方を知る。

◎筆記具の持ち方を正しくして書くことができる。
［知技(3)ウ(ア)］

３実際に２の絵の上に手を置いて、丸枠内の絵と比
べ、正しい鉛筆の持ち方ができているか確認する。

いろいろな　せんを　かこう

［教科書P10-11］

◎正しい姿勢と筆記具の持ち方で、いろいろな線を書
くことができる。［知技(3)ウ(イ)］

「とめ」と「はらい」 １「く」を指でなぞり、止めの書き方を理解する。

［教科書P12-13］
２止めの書き方に気をつけて、止めをもつ線や「く」
を鉛筆でなぞってから書く。

◎点画の書き方（止め・払い）に注意しながら、丁寧
に書くことができる。［知技(1)ウ、(3)ウ(イ)］

３「つ」を指でなぞり、払いの書き方を理解する。

４払いの書き方に気をつけて、払いをもつ線や「つ」
を鉛筆でなぞってから書く。

「はね」［教科書P14］ １「か」を指でなぞり、はねの書き方を理解する。

◎点画の書き方（はね）に注意しながら、丁寧に書く
ことができる。［知技(1)ウ、(3)ウ(イ)］

２はねの書き方に気をつけて、はねをもつ線や「か」
を鉛筆でなぞってから書く。

１文字を書くときの正しい姿勢と鉛筆の持ち方で、
P10-11のいろいろな線を書く。

ひらがな
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かきじゅん［教科書P15］
１筆順番号を確認しながら「こい」を指でなぞり、平
仮名には「書き順」があることを知る。

◎筆順に従って丁寧に書くことができる。［知技(1)
ウ、(3)ウ(イ)］

２筆順に従って、「こ」「い」を鉛筆でなぞってから
書く。

「まがり」と「おれ」 １「の」を指でなぞり、曲がりの書き方を知る。

［教科書P16-17］
２曲がりの書き方に気をつけて、曲がりをもつ線や
「の」を鉛筆でなぞってから書く。

◎点画の書き方（曲がり・折れ）に注意しながら、丁
寧に書くことができる。［知技(1)ウ、(3)ウ(イ)］

３「そ」を指でなぞり、折れの書き方を知る。

４折れや折り返しの書き方に気をつけて、折れをもつ
線や「そ」を鉛筆でなぞってから書く。

「むすび」［教科書P18］
１「ます」の赤い線を指でなぞり、横長の結びと縦長
の結びの書き方と形の違いを知る。

◎点画の書き方（結び）に注意しながら、丁寧に書く
ことができる。［知技(1)ウ、(3)ウ(イ)］

２結びの書き方に気をつけて、結びをもつ線や「ま
す」を鉛筆でなぞる。

じの　かたち［教科書P19］
１「に・も・つ」の文字と絵を比べて、文字には真四
角・縦長四角・横長四角などのおおよその形（外形）
があることを理解する。

◎文字の形に注意しながら、筆順に従って丁寧に書く
ことができる。［知技(1)ウ、(3)ウ(イ)］

２「お・に・く・も・へ・い」の外形を意識して、鉛
筆でなぞる。

ことば［教科書P20-21］
１P20-21の書き文字の中から、止め・払い・はね・曲
がり・折れ・結びの部分を見つけ、鉛筆で囲む。

◎点画の書き方や文字の形に注意しながら、筆順に
従って丁寧に書くことができる。［知技(1)ウ、(3)ウ
(イ)］

２促音を書く際の位置を知る。

３これまでに学習した点画の書き方（止め・払い・は
ね・曲がり・折れ・結び）や文字の形、筆順に気をつ
けて、「くつ」「かっぱ」などの言葉を鉛筆でなぞ
る。

しょしゃ　ひろげたい❶
１ます目の用紙と罫線の用紙それぞれの、文の書き始
めや句読点などの書き方を知る。

 <こくご>
２好きなことを紹介する文を、姿勢や鉛筆の持ち方、
平仮名の筆順や終筆・送筆の書き方に気をつけて、丁
寧に書く。（または、P22-23の文例を視写する。）

［教科書P22-23］

◎点画の書き方や、ます目の用紙・罫線の用紙の書き
方に注意しながら、筆順に従って丁寧に書くことがで
きる。［知技(1)ウ、(3)ウ(イ)］

○語と語や文と文との続き方を確かめて書くことがで
きる。［Ｂ(1)ウ・エ、(2)ア・イ］

しょしゃ　ひろげたい❷
１身の回りの文字やこれまでの学習のなかから、横書
きで書かれたものを探す。

<せいかつ>
２横書きで書くときの文の書き始めや句読点などの書
き方、数字の書き方を知る。

［教科書P24］
３横書きで観察日記を書く。（または、P24の文例を視
写する。）
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◎点画の書き方や文字の形、横書きの書き方に注意し
ながら、筆順に従って丁寧に書くことができる。［知
技(1)ウ、(3)ウ(イ)］

○観察したことを記録する文章を書くことができる。
［Ｂ(1)ウ・エ、(2)ア］

こんな　ことは　ないかな
１P25の△の例の書き方を見て、どうすれば改善される
かを友達と話し合う。

［教科書P25］
２P18で結びの書き方、P17で折れの書き方、P23で罫線
の用紙の書き方を確かめる。

◎点画の書き方や罫線の用紙の書き方に注意しなが
ら、丁寧に書くことができる。［知技(1)ウ、(3)ウ
(イ)］

３間違えやすいポイントに気をつけて、△の例を書き
直す。

にて　いる　ひらがな
１「ち‐ら」「さ‐き」をそれぞれ比べて、どこが違
うかを話し合う。

［教科書P26］
２「ね‐れ‐わ」「あ‐め‐ぬ」をそれぞれ比べて、
どこが違うかを話し合う。

◎文字の形に注意しながら、筆順に従って丁寧に書く
ことができる。［知技(1)ウ、(3)ウ(イ)］

３違いに気をつけて、「ね‐れ‐わ」「あ‐め‐ぬ」
などの文字を鉛筆でなぞる。

みずふでで　かいて　みよう
１「線の太さが変わる」「『はね』や『はらい』の書
き方がよくわかる」など、水書用筆の特徴を知る。

［教科書P27］ ２水書用筆の使い方を理解する。

◎点画の書き方（止め・はね・払い）に注意しながら
書くことができる。［知技(1)ウ・エ、(3)ウ(イ)、内
容の取扱い カ(エ)］

３画の終筆（止め・はね・払い）に気をつけて、止
め・はね・払いをもつ点画を繰り返し水書用筆で書
く。

ひらがな　あつまれ
１促音・拗音・濁点・半濁点・句読点の書き方を確か
める。

［教科書P42-43］
２平仮名の五十音表を参考にしながら、点画の書き
方、文字の形、筆順などに気をつけて、自分の名前を
平仮名で書く。

◎点画の書き方や文字の形に注意しながら、筆順に
従って丁寧に書くことができる。［知技(1)ウ、 (3)ウ
(イ)］

かたかなの　かきかた
１「パン」を指でなぞり、画の終筆（止め・払い）の
書き方を確かめる。

［教科書P28-29］
２「オ・ス・セ」を見て、画の終筆（はね）と、送筆
（折れ・曲がり）の書き方を確かめる。

◎点画の書き方（終筆・送筆）に注意しながら、筆順
に従って丁寧に書くことができる。［知技(1)ウ、(3)
ウ(イ)］

３終筆・送筆の書き方に気をつけて、「ゼリー」「オ
レンジ」「スープ」「パン」を鉛筆でなぞる。

かたかな　あつまれ
１促音・拗音・長音の書き方を確かめ、「サッカー」
「ゴール」を鉛筆でなぞる。

［教科書P44-45］
２片仮名の五十音表を参考にしながら、点画の書き
方、文字の形、筆順などに気をつけて、自分の名前を
片仮名で書く。

◎点画の書き方や文字の形に注意しながら、筆順に
従って丁寧に書くことができる。［知技(1)ウ、(3)ウ
(イ)］

「とめ」「はね」「はらい」
１「小・大」を指でなぞり、漢字の画の終筆（止め・
はね・払い）の書き方を理解する。

［教科書P30-31］
２画の終筆（止め・はね・払い）に気をつけて、止
め・はね・払いをもつ線や漢字を鉛筆でなぞる。

◎点画の書き方（止め・はね・払い）に注意しなが
ら、筆順に従って丁寧に書くことができる。［知技(1)
エ、(3)ウ(イ)］

「おれ」「まがり」「そり」
１「日・七・子」を指でなぞり、漢字の画の送筆（折
れ・曲がり・反り）の書き方を理解する。

［教科書P32］
２画の送筆（折れ・曲がり・反り）に気をつけて、折
れ・曲がり・反りをもつ線や漢字を鉛筆でなぞる。

◎点画の書き方（折れ・曲がり・反り）に注意しなが
ら、筆順に従って丁寧に書くことができる。［知技(1)
エ、(3)ウ(イ)］

かきじゅん［教科書P33］
１「三」と「川」を見て、「上から下へ」「左から右
へ」という筆順の原則を理解する。

かたかな

2

1

適宜

適宜

11月

かん字

2

2

1

９月

１〜２

適宜

1

10月



◎筆順に従って丁寧に書くことができる。［知技(1)
ウ・エ、(3)ウ(イ)］

２画の始筆・送筆・終筆の書き方を意識しながら、筆
順の原則に従って、「三・二・空・テ」「川・人・
八・ツ」を鉛筆でなぞる。

にて いる かん字と かたかな［教科書P34-35］
１「三」と「ミ」を比べて、どこが違うかを話し合
う。

◎点画の長短や方向に注意しながら、文字を正しく書
くことができる。［知技(1) ウ・エ、(3)ウ(イ)・
(ウ)］

２「八・ハ」、「ソ・ツ・ン・シ」をそれぞれ比べ
て、どこが違うかを話し合う。

３画の長さや向きに気をつけて、「八人」「ハム」
「シーソー」「ツナサンド」を鉛筆でなぞる。

字の　かたち［教科書P36］
１「十・二・月」や絵を見て、漢字にも真四角・横長
四角・縦長四角などのおおよその形（外形）があるこ
とを理解する。

◎文字の形に注意しながら書くことができる。［知技
(1)エ、(3)ウ(イ)］

２文字の形に気をつけて、「十・二・月」をなぞって
から書く。

かん字　しらべたい １漢字がずっと昔にできたことを知る。

［教科書P37］
２「日・山・川」の漢字の成り立ち（象形文字）を理
解して丁寧に書く。

◎漢字の成り立ちを知り、丁寧に書くことができる。
［知技(1) エ、(3)ウ(イ)］

１月

２月 かきぞめ［教科書P38-39］ １書き初めとは何かを知る。

３月
◎今までに学習した知識・技能を生かして書き初めを
書くことができる。［知技(1)ウ・エ、(3)ウ(ア)・
(イ)・(ウ)］

２フエルトペンの持ち方を確認し、フエルトペンで
「ふじ山」（「なかよし」）を書く。

３今までに学習した知識・技能を振り返り、その生か
し方を考えて、鉛筆で文章を書く。

一年生の　まとめ

１第１学年で学習した知識・技能（正しい姿勢と鉛筆
の持ち方、終筆《止め・はね・払い》と送筆《曲が
り・折れ・結び・反り》の書き方、筆順、文字の形）
を確認する。

［教科書P40-41］
２「一年生の思い出」を書くときに生かせることを考
える。

◎今までに学習した知識・技能を生かして書くことが
できる。［知技(1)ウ・エ、(3)ウ(ア)・(イ)・(ウ)］

３今までに学習した知識・技能を生かして、鉛筆で一
年生の思い出と自分の名前を書く。（または、P40の文
例を視写する。）

○経験したことを報告する文章を書くことができる。
［Ｂ(1)ウ・エ、(2)ア］

４P1で書いた自分の名前と比べて、どのような点が改
善されたかを確かめる。

空に　大きく　かこう
１P30-31の学習と関連させて、漢字の画の終筆（止
め・はね・払い）の書き方を確かめる。

［教科書P48］
２腕を大きく動かして、画の終筆（止め・はね・払
い）を意識しながら、「小」を空書きする。

◎点画の書き方（止め・はね・払い）に注意しながら
書くことができる。

［知技(1)エ、(3)ウ(イ)］

一年生で　ならう　かん字

［教科書P46-47］

◎点画の書き方や文字の形に注意しながら、筆順に
従って丁寧に書くことができる。［知技(1)エ、(3)ウ
(イ)・(ウ)］

適宜

まとめ
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適宜
１第１学年で学習する漢字の画の始筆・送筆・終筆の
書き方、筆順の原則、文字の形などを適宜確かめる。
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月 単元名・教材名・時数・指導目標 時 主な学習活動

書写のやくそく［教科書 巻頭］
１書写学習の前に行う三つの確認事項（机上の整理、
書くための準備運動、姿勢・持ち方を確かめる）を理
解する。

◎書写学習の前に、机上の整理、書くための準備運
動、姿勢・持ち方を確かめる一連の流れを行うことが
できる。［知技(3)エ(ウ)］

２以後、書写の時間の前に一連の流れを適宜実践する
ことを理解する。

３目次を見て、１年間の学習内容を知る。

毛筆のひみつ［教科書P2-3］ 毛筆
１第３学年から毛筆を使用した学習が始まることを知
る。

◎毛筆の特徴や、毛筆を使用した学習の意義について
理解し、書写学習への意欲を高めることができる。
［知技(3)エ(ウ)］

2
２P2-3を見て毛筆の特徴を知るとともに、毛筆で学習
する意義を考え、グループで話し合う。

用具のじゅんび［教科書P4-5］
１P4-5の写真と解説を見て、毛筆用具の名称を知り、
準備のしかたを理解する。

◎毛筆用具の準備のしかたを理解することができる。
［知技(3)エ(ウ)］

２P5の写真と解説を見て、墨のすり方を知る。

３以後の学習において、適宜確かめる。

書くときのしせい／筆の持ち方
１P6の写真を見て、毛筆で書くときの姿勢を理解す
る。

［教科書P6-7］
２P7下段の唱え歌「足はぺったん せなかはぴん…」
に合わせて確かめながら、姿勢を正しくする練習をす
る。

◎毛筆で書くときの姿勢や筆の持ち方を理解して、姿
勢や持ち方を正しくすることができる。［知技(3)エ
(ウ)］

３P7上段の写真を見て、筆の持ち方を理解する。

４以後の学習において、適宜確かめる。

えんぴつとくらべよう／用具のかたづけ
１P8上段の写真を見て、硬筆で書くときの姿勢と比べ
ながら、筆を持つときはひじを上げること、鉛筆より
も立てて持つことを理解する。

［教科書P8-9］
２P8下段の写真を見て、毛筆で書くときの腕の使い方
を理解し、実際に筆を持って動かしてみる。

◎毛筆の持ち方を理解して、正しい持ち方で書くこと
ができる。［知技(3)エ(ウ)］

３P9の写真や解説を見て、毛筆用具の片づけ方を理解
する。

◎毛筆用具の片づけ方を理解することができる。［知
技(3)エ(ウ)］

４以後の学習において、適宜確かめる。

学習の進め方［教科書P10-11］ １P10-11上段を見て、学習の進め方を理解する。

◎学習の進め方を理解することができる。［知技(3)エ
（ア）・（イ）・(ウ)］

２P10-11下段を見て、タブレット端末を使う姿勢や活
用のしかたを理解する。

ほ先の向きとじくのかたむき／空書き［教科書P12-
13］

１毛筆で書くときの穂先の向きと軸の傾きについて、
気をつけるポイントを理解する。

◎毛筆で書くときの穂先の向きや軸の傾き、空書きの
しかたを理解することができる。［知技(3)エ(ウ)］

２筆で書く前に空書きをして、穂先の向きや書くとき
の動きを確かめるとよいことを知る。

３手のひらを穂に見立て、腕を大きく動かして、横画
を空書きする。

４正しい姿勢と筆の持ち方に気をつけて、毛筆で任意
の線を書く。

４月

適宜

毛筆スタートブック

年間指導計画　３年



点画のしゅるい［教科書P14-15］ 毛筆
１漢字が点画で構成されていること、点画には名称が
あることを確かめる。

◎点画の種類を理解することができる。［知技(3)ウ・
エ(ウ)］

１～２
２「二・土・日・木・小・元」の中の点線で示された
点画を指でなぞり、空欄にその名称を書き込む。

「横画」［教科書P16-17］ 毛筆
１P16上段の図と解説を見て、横画の始筆・送筆・終筆
の筆使いについて理解する。

◎毛筆を使用して、横画の書き方への理解を深めて書
くことができる。［知技(1)エ、(3)エ(ア)・(ウ)］

2
２墨の付いていない筆で横画をなぞり、穂先がどこを
通るかを考える。

３P16下段の「たいせつ」を見て、横画の書き方のポイ
ントを確かめる。

４空書きした後、横画の筆使いに気をつけて、毛筆で
「二」を書く。

５毛筆の学習を生かして、「二・一・三」を鉛筆でな
ぞる。

「たて画」［教科書P18-19］ 毛筆
１P18上段の図と解説を見て、縦画の始筆・送筆・終筆
の筆使いについて理解する。

◎毛筆を使用して、縦画の書き方への理解を深めて書
くことができる。［知技(1)エ、(3)エ(ア)・(ウ)］

2
２墨の付いていない筆で縦画をなぞり、穂先がどこを
通るかを考える。

３P18下段の「たいせつ」を見て、縦画の書き方のポイ
ントを確かめる。

４空書きした後、縦画の筆使いに気をつけて、毛筆で
「土」を書く。

５毛筆の学習を生かして、「土・下・上」を鉛筆でな
ぞる。

「おれ」［教科書P20-21］ 毛筆
１P20上段の図と解説を見て、折れの筆使いについて理
解する。

◎毛筆を使用して、折れの書き方への理解を深めて書
くことができる。［知技(1)エ、(3)エ(ア)・(ウ)］

2
２墨の付いていない筆で折れをなぞり、穂先がどこを
通るかを考える。

３P20下段の「たいせつ」を見て、折れの書き方のポイ
ントを確かめる。

４空書きした後、折れの筆使いに気をつけて、毛筆で
「日」を書く。

５毛筆の学習を生かして、「日・古・画」を鉛筆でな
ぞる。

６夏休み前に、P65「筆をあらおう」を参照しておく。

小筆で書いてみよう 毛筆
１P22の写真と解説を見て、小筆の持ち方や、鉛筆の持
ち方との違いを理解する。

［教科書P22-23］ 1
２正しい持ち方に気をつけて、任意の線や点画、自分
の名前などを小筆で書く。

◎小筆の使い方を理解して、正しい持ち方で書くこと
ができる。［知技(1)ウ・エ、(3)エ(ウ)］

書写広げたい❶ <国語> 硬筆
１手紙文の形式、封筒への住所や宛名、差出人の書き
方を理解する。

［教科書P24-25］ 2
２相手に気持ちを伝えるという役割を大切にし、今ま
でに学習した知識・技能を生かして手紙を書く。（ま
たは、P24-25の文例を視写する。）

◎手紙の書き方を理解し、今までに学習した知識・技
能を生かして書くことができる。［知技(1)ウ・エ、
(3)エ(ア)・(イ)］

○書く内容の中心を明確にし、内容のまとまりで段落
をつくって文章の構成を考えることができる。［Ｂ(1)
イ・ウ･エ、(2)イ］

書写広げたい❷ <国語>
１横書きの２種類の書き方を知り、書きやすい方を選
んで、「石の上にも三年」を鉛筆で書く。

［教科書P26-27］ ２数字の書き方を確かめ、鉛筆で書く。

◎横書きの書き方に注意して書くことができる。［知
技(1)ウ・エ、(3)エ（ア）・(イ)］

３ローマ字の書き方を確かめる。

９月

適宜

５月

漢字の筆使い

６月

７月



力の入れ方［教科書P28］ 毛筆
１P28の写真を見て、筆圧と点の大きさ･線の太さの関
係を理解する。

◎毛筆を使用して、筆圧に注意して書くことができ
る。［知技(3)エ(ウ)］

1
２墨の付いていない筆でP28の線をなぞり、力の入れ方
を確かめる。

３筆に墨を付け、筆圧を変えて、いろいろな太さの横
画を書く。

「左はらい」「右はらい」 毛筆
１墨の付いていない筆で左払いと右払いをなぞり、筆
圧について考える。

［教科書P29-31］ ２～３
２P29-30下段の「たいせつ」を見て、左払いと右払い
の書き方のポイントを確かめる。

◎毛筆を使用して、左払い・右払いの書き方への理解
を深め、筆圧などに注意して書くことができる。［知
技(1)エ、(3)エ(ア)・(ウ)］

３空書きした後、左払いと右払いの筆使いに気をつけ
て、毛筆で「木」を書く。

４毛筆の学習を生かして、「木・矢・足」を鉛筆でな
ぞる。

「点」「はね」 毛筆
１墨の付いていない筆で点とはねをなぞり、穂先がど
こを通るかや筆圧について考える。

［教科書P32-33］ 2
２P32下段の「たいせつ」を見て、点・はねの書き方の
ポイントを確かめる。

◎毛筆を使用して、点・はねの書き方への理解を深
め、筆圧などに注意して書くことができる。［知技(1)
エ、(3)エ(ア)・(ウ)］

３空書きした後、点・はねの筆使いに気をつけて、毛
筆で「小」を書く。

４毛筆の学習を生かして、「小・少・京」を鉛筆でな
ぞる。

「曲がり」［教科書P34-35］ 毛筆
１墨の付いていない筆で曲がりをなぞり、穂先がどこ
を通るかを考える。

◎毛筆を使用して、曲がりの書き方への理解を深め、
筆圧などに注意して書くことができる。［知技(1)エ、
(3)エ(ア)・(ウ)］

2
２P34下段の「たいせつ」を見て、曲がりの書き方を確
かめる。

３空書きした後、曲がりの筆使いに気をつけて、毛筆
で「元」を書く。

４毛筆の学習を生かして、「元・丸・光」を鉛筆でな
ぞる。

ことば［教科書P36-37］ 硬筆 １ことわざを、声に出して読む。

◎今までに学習した知識・技能を生かして書くことが
できる。［知技(1)ウ・エ、(3)エ(ア)・（イ）］

1
２これまでに学習した知識・技能を振り返り、その生
かし方を考えて、ことわざを鉛筆でなぞる。

平がな（丸み）［教科書P38-39］ 毛筆
１平仮名「つ」と漢字「五」の筆使いを比べ、違いを
見つける。

◎毛筆を使用して、平仮名の筆使い（丸み）への理解
を深め、筆圧などに注意して書くことができる。［知
技(3)エ(ウ)］

１〜２
２P38下段の「たいせつ」を見て、平仮名の筆使いは、
漢字に比べて丸みがあることを理解する。

３平仮名の筆使い（丸み）に気をつけて、毛筆で「つ
り」を書く。

４毛筆の学習を生かして、「つり」「にじ」を鉛筆で
なぞる。

部分の組み立て方 硬筆
１二つの「晴」を見比べ、左右の部分でできている漢
字を整えて書くにはどうしたらよいかを考える。

［教科書P40-41］ １～２
２P40下段の「たいせつ」を見て、左右の部分でできた
漢字は、それぞれの部分の幅を狭くすると字形が整う
ことを理解する。

◎左右の部分でできている漢字の組み立て方を理解
し、形を整えて書くことができる。［知技(1)エ、(3)
ウ・エ(ア)］

３左右の部分の組み立て方に気をつけて、鉛筆でP41の
漢字を書く。

行の中心［教科書P42］ 硬筆
１二つの「図工室」を見比べ、読みやすい方を選び、
言葉や文を読みやすく書くにはどうしたらよいかを考
える。

９月

10月

11月

平がなの筆使い

12月

漢字の組み立て

文字の配列



◎配列（行の中心）に注意して読みやすく書くことが
できる。［知技(1)エ、(3)エ(ア)・(イ)］

1
２P42下段の「たいせつ」を見て、文字の中心をそろえ
ると、行が整って読みやすくなることを理解する。

３文字の中心を見つける目安を確かめる。

４行の中心に気をつけて、「立冬」「東西」を鉛筆で
なぞる。

できているかな［教科書P43］
１P43の各項目ができているかチェックし、鉛筆の正し
い持ち方を確認する。

◎筆記具の持ち方を正しくして書くことができる。
［知技(1)エ、(3)エ(ア)・(イ)］

２鉛筆の正しい持ち方で、任意の文字を書く。

１月

２月 書きぞめ 毛筆 １書き初めとは何かについて、確かめる。

３月 ［教科書P44-47･P61-64］ ３～５
２今までに学習した知識・技能の生かし方を考えて、
毛筆で「正月」や「友だち」を書く。

◎今までに学習した知識・技能を生かして書き初めを
書くことができる。［知技(1)ウ・エ、(3)エ(ア)・
(イ)・(ウ)］

／
３今までに学習した知識・技能の生かし方を考えて、
鉛筆で文章を書く。

硬筆

０〜１

三年生のまとめ❶❷ 毛筆

１P48-49の「『たいせつ』のまとめ」を見て、今まで
に学習した知識・技能を振り返り、「水玉」を書くと
きに生かせることを話し合って、自分のめあてを書
く。

［教科書P48-51］ 3 ２めあてに気をつけて、毛筆で「水玉」を書く。

◎第３学年で学習したことを振り返り、今までに学習
した知識・技能を生かして書くことができる。［知技
(1)エ、(3)エ(ア)・(イ)・(ウ)］

３P58-60「三年生で学習する漢字」などから、２で決
めためあてに沿った文字を選んで、鉛筆で書く。

［もっと知りたい］ 毛筆
１P52-53の地図を見て、全国で作られている筆・紙・
墨・硯について知る。

全国筆・紙・すみ・すずりマップ［教科書P52-53］ 1
２P53下段の写真を見て、筆・紙・墨・硯の作り方を知
る。

◎全国で作られている筆・紙・墨・硯を知り、毛筆用
具や書写学習への関心を高めることができる。［知技
(3)エ(ウ)］

３理解したことや感じたことを友達と交流し、毛筆用
具や書写学習への関心を高める。

平がな／かたかな

［教科書P54-55］

◎点画の書き方や文字の形に注意しながら、筆順に
従って丁寧に書くことができる。［知技(1)ウ、(3)エ
(ア)］

一・二年生で学習した漢字

［教科書P56-57］

◎点画の書き方や文字の組み立て方に注意しながら、
筆順に従って字形を整えて書くことができる。［知技
(1)エ、(3)エ(ア)・(ウ)］

三年生で学習する漢字

［教科書P58-60］

◎点画の書き方や文字の組み立て方に注意しながら、
筆順に従って字形を整えて書くことができる。［知技
(1)エ、(3)エ(ア)・(ウ)］

１第３学年で学習する漢字について、点画の書き方、
文字の組み立て方、筆順などを適宜確かめる。

12月

適宜

まとめ

適宜

しりょう

適宜

１平仮名・片仮名の筆使い、筆順、外形などを適宜確
かめる。

１第１学年及び第２学年で学習した漢字について、点
画の書き方、文字の組み立て方、筆順などを適宜確か
める。



筆をあらおう［教科書P65］

◎筆の洗い方や乾かし方を理解することができる。
［知技(3)エ(ウ)］

月 単元名・教材名・時数・指導目標 時 主な学習活動

学習の進め方 １表2-P1上段を見て、学習の進め方を理解する。

［教科書 巻頭］ ２下段を見て、１年間の学習内容を知る。

◎学習の進め方を理解することができる。［知技(3)エ
(ア)・(イ)・(ウ)］

３「五年生のめあて」を確かめる。

用具の準備／用具のかたづけ［教科書P2］
１P2を見て、用具の準備のしかたと片づけ方を確かめ
る。

◎毛筆用具の準備のしかたと片づけ方を理解すること
ができる。［知技(3)エ(イ)］

２以後の学習において、適宜確かめる。

書くときのしせい［教科書P3］
１P3の写真や唱え歌「足はぺったん…」を見て、毛筆
で書くときの姿勢を確かめる。

◎書くときの姿勢を正しくすることができる。［知技
(3)エ(イ)］

２以後の学習において、適宜確かめる。

筆の持ち方／タブレットを活用しよう［教科書P4-5］ １P4の写真と解説を見て、筆の持ち方を確かめる。

◎筆の持ち方を正しくし、タブレット端末を活用する
ことができる。［知技(3)エ(イ)］

２P5を見て、タブレット端末の活用のしかたや、タブ
レット端末を使う際の正しい姿勢を知る。

３以後の学習において、適宜確かめる。

部分の組み立て方❶（にょう） 毛筆
１二つの「道」を比べて、どちらの字形が整って見え
るか考え、その理由を友達どうしやグループで話し合
う。

［教科書P6-7］ 4
２P6下段の「たいせつ」を見て、「にょう」をもつ漢
字の組み立て方のポイントを理解する。

◎「にょう」をもつ漢字の組み立て方を理解し、形を
整えて書くことができる。［知技(1)エ、(3)エ(イ)］

３「道」の部分（「しんにょう」と首）の外形をなぞ
り、組み立て方を確かめる｡

４「しんにょう」の形や部分の組み立て方に気をつけ
て、毛筆で「道」を書く。

５毛筆の学習を生かして、「道・速・友達」を鉛筆で
なぞる。

部分の組み立て方❷ 硬筆
１これまでに学習した漢字の部分の組み立て方に気を
つけて、鉛筆で漢字を書く。

［教科書P8］ 1
２P40-41「四年生で学習した漢字」から、部分の組み
立て方が同じ漢字を選び、部分どうしの位置や大きさ
の関係を意識して鉛筆で書く。

◎漢字の部分の組み立て方への理解を深めて書くこと
ができる。［知技(1)エ、(3)エ(イ)］

［もっと知りたい］漢字のいろいろな書き方［教科書
P9］

１速く書く必要がある場面では、点画の形や方向、接
し方などを変えて書いてもよいことを理解し、その書
き方を知る。

◎速く書く場面で使ってもよい書き方を理解すること
ができる。［知技(1)エ、(3)エ(ア)］

２P9に例示されている漢字を書く。

いつも気をつけよう

適宜

１筆の洗い方や乾かし方を理解し、丁寧に筆を洗う。

年間指導計画　５年

４月

適宜

漢字の組み立て

適宜

適宜

５月

適宜



３P10-11の学習活動に合わせて適宜確認する。

書くときの速さ 硬筆
１P10の４つの場面では、それぞれどのような速さで書
くとよいかを考え、理由も合わせて友達どうしやグ
ループで話し合う。

［教科書P10］ 1
２P10下段の「たいせつ」を見て、文字を書く速さは場
面によって変わることを理解する。

◎場面と書く速さの関係を理解し、書く速さを意識し
て書くことができる。［知技(1)ウ・エ、(3)エ(ア)］

３学校生活のどの場面で、どのような速さで書くのが
よいかを考え、友達どうしやグループで話し合うとと
もに、実際に速さを意識して書いてみる。

書写広げたい❶ <国語> 硬筆
１インタビューメモを書くときは、どのような速さで
書くのがよいかを考え、話し合う。

［教科書P11］ 1
２速く正確に書き留めるための方法を確認する。必要
に応じてP9を参照する。

◎速く正確に書き留めるための方法を理解し、書く速
さを意識して書くことができる。［知技(1)ウ・エ、
(3)エ(ア)］

３実際にインタビューをして、相手の話の要点を書き
留める。（または、P11のインタビュー例を用いて、要
点を書き留めてみる。）

○目的や意図に応じて、日常生活の中から話題を決
め、集めた材料を分類したり関係付けたりして、伝え
合う内容を検討することができる。［A(1)ア、(2)イ］

４速さを意識して、話の要点を書き留めることができ
たかを話し合う。

手書きの力［教科書P12］ 硬筆
１P12の手書きの壁新聞を見て、受けた印象や手書き文
字のもつ力・よさについて話し合う。

◎手書き文字のもつ力やよさについて理解することが
できる。［知技(1)エ、(3)エ(ウ)］

1 【学習活動の応用例】

○手書きで書かれたプリントやチラシを集め、活字の
ものとの違いやそのよさについて話し合う。

［もっと知りたい］手書き文字と活字［教科書P13］
１３種類の「令」の違いについて、字形や読みやす
さ、受ける印象などの観点から、友達どうしやグルー
プで話し合う。

◎手書き文字と活字の違いを理解することができる。
［知技(1)エ、(3)エ(ウ)］

２手書き文字と活字の違いを理解する。

３P13の「地いきゆかりの活字」を見て、それぞれの活
字の由来やデザインの特徴を知り、活字への興味を高
める。

点画のつながりと字形 毛筆
１P14上段の「こい」を指でなぞり、点画のつながりと
字形の関係について考え、友達どうしやグループで話
し合う。

［教科書P14-15］ ３～４
２P14下段の「たいせつ」を見て、穂先を次の画の始筆
につなぐ気持ちで書くと、字形が整うことを理解す
る。

◎点画のつながりと字形の関係を理解し、穂先の動き
と点画のつながりを意識して書くことができる。［知
技(3)エ(イ)］

３墨の付いていない筆で穂先の動きをなぞり、「ふる
さと」を書くときの点画のつながりを確かめる。

４穂先の動きと点画のつながりを意識して、毛筆で
「ふるさと」を書く。

５毛筆の学習を生かして、「ふるさと・うぐいす」を
鉛筆でなぞる。

筆順と字形［教科書P16-17］ 毛筆
１P16上段の「原」と「皮」を見て、筆順と画の始筆の
付き方との関係について考え、友達どうしやグループ
で話し合う。

◎筆順と字形の関係を理解して書くことができる。
［知技(1)エ、(3)エ(イ)］

３～４
２P16下段の「たいせつ」を見て、画の始筆どうしが付
くときは、先に書いた画が出ることを理解する。

３「成長」の筆順と画の始筆の付き方との関係を確か
める。

４筆順と画の付き方との関係に気をつけて、毛筆で
「成長」を書く。

５毛筆の学習を生かして、「成長・野原」を鉛筆でな
ぞる。

ことば［教科書P18-19］ 硬筆
１言葉の響きやリズムを楽しみながら、「竹取物語」
を声に出して読む。

◎今までに学習した知識・技能を生かして書くことが
できる。［知技(1)ウ・エ、(3)エ(ア)］

1
２今までに学習した知識・技能を振り返り、その生か
し方を考えて、「竹取物語」を鉛筆でなぞる。

７月

字の形

９月

５月

適宜

６月

書くときの速さ

10月



毛筆
１P20の△と○の例を見て、文字（漢字と仮名）の大き
さと読みやすさの関係について、友達どうしやグルー
プで話し合う。

3
２P20下段の「たいせつ」を見て、漢字を大きめに、平
仮名は小さめに書くと、読みやすくなることを理解す
る。

３「読む」の外形をなぞり、漢字と仮名の大きさのバ
ランスを確かめる。

４漢字と仮名の大きさに気をつけて、毛筆で「読む」
を書く。

５毛筆の学習を生かして、「読む・聞く」を鉛筆でな
ぞる。

用紙に合った文字の大きさ 毛筆
１P22の㋐～㋒のうち、バランスよく見えるものを選
び、選んだ理由を友だちどうしやグループで話し合
う。

［教科書P22-23］ 4
２P22下段の「たいせつ」を見て、用紙全体の大きさと
文字数を考えて、書く前に文字の大きさと配置を決め
ると読みやすく書けることを理解する。

◎用紙全体の大きさと文字数を考え、文字の大きさと
配列を決めて書くことができる。［知技(1)エ、(3)エ
(ア)・(イ)］

３用紙（半紙）に合った文字の大きさや配置を考え
て、毛筆で「飛行」を書く。

４毛筆の学習を生かして、「飛行・白雲」を鉛筆でな
ぞる。

５「飛行」や「白雲」を、いろいろな大きさの紙にバ
ランスよく見えるように書く。

めざせ！ 新聞記者 硬筆
１P24の新聞の例を見て、読みやすくするためにどのよ
うな工夫をしているか、友達どうしやグループで話し
合う。

［教科書P24-25］ 2
２P25のポイント①②を見て、新聞などを読みやすく書
くための配列のポイントを理解する。

◎漢字や仮名の大きさ、配列に注意するとともに、目
的に応じて使用する筆記具を選び、その特徴を生かし
て書くことができる。［知技(1)ウ・エ、(2）イ、(3)
エ(ア)・(ウ)］

／
３P24の新聞の例ではどのような筆記具が使われている
か、P25の「筆記具の選たく」を参考に考える。

〇事実と感想、意見とを区別して書くなど、自分の考
えが伝わるように書き表し方を工夫することができ
る。［B(1)ウ・オ、(2)ア・ウ］

毛筆
４P25下段の「たいせつ」を見て、新聞などを読みやす
く書くための文字の配列や筆記具の使い分けのポイン
トを確かめる。

０～１ ５学習したことを生かして、新聞などを制作する。

１月

２月 書きぞめ 硬筆 １書き初めとは何かについて、確かめる。

３月 ［教科書P26-29･P45-48］ ０～１
２今までに学習した知識・技能を振り返り、その生か
し方を考えて、毛筆で「希望」や「新しい風」を書
く。

◎今までに学習した知識・技能を生かして書き初めを
書くことができる。［知技(1)ウ・エ、(3)エ(ア)・
(イ)・(ウ)］

／
３今までに学習した知識・技能の生かし方を考えて、
硬筆で文章を書く。

毛筆

５～６

五年生のまとめ❶❷ 毛筆

１P30-31の「『たいせつ』のまとめ」を見て、今まで
に学習した知識・技能を振り返り、「近づく春」を書
くときに生かせることを考え、P32下段の「書写の言
葉」を使って自分のめあてを書く。

［教科書P30-33］ 3 ２めあてに気をつけて、毛筆で「近づく春」を書く。

◎第５学年で学習したことを振り返り、今までに学習
した知識・技能を生かして書くことができる。［知技
(1)ウ・エ、(3)エ(ア)・(イ)・(ウ)］

３P42-44「五年生で学習する漢字」などから、２で決
めためあてに沿った文字を選んで、硬筆で書く。

12月

まとめ

11月

10月

文字の配列

文字の大きさ（漢字と仮名）



六年生を送る会に向けて 硬筆
１これまでにお世話になった六年生に感謝の気持ちを
伝えるという目的を確認し、送る会に用意するものを
考え、話し合う。

［教科書P34］ １～２ ２筆記具や用紙を決める。

◎今までに学習した知識・技能を生かして書くことが
できる。［知技 (1)ウ・エ、 (3)エ (ア )・ (イ )・
（ウ）］

／
３文字の大きさや配列など、今までに学習した知識・
技能を振り返り、その生かし方を考えて、プログラム
や寄せ書き、メッセージカードなどを書く。

○文章全体の構成や書き表し方などに着目して、文や
文章を整えることができる。［B(1)オ、(2)ウ］

毛筆

０～１

書写広げたい❷ <英語>
１P35の例を参考に、「My Hero カード」の書き方を理
解し、内容を考える。

［教科書P35］
２アルファベット（大文字・小文字）の大きさ・高さ
と位置などを確かめる。

◎アルファベットの大きさや配列に注意して書くこと
ができる。［知技(3)エ(ア)・(ウ)］

３配列に気をつけて、英語で「My Hero カード」を書
く。

手紙の書き方／都道府県漢字［教科書P36-37］
１P36を見て、便箋、封筒の書式を確認し、文字の大き
さや配列など、今までに学習した知識・技能を振り返
る。

◎今までに学習した知識・技能を生かして書くことが
できる。［知技(1)ウ・エ、(3)エ(ア)・(ウ)］

２P37を見て、都道府県名に用いられる漢字の書き方を
確かめる。

○文章全体の構成や書き表し方などに着目して、文や
文章を整えることができる。［Ｂ(1)ウ・オ］

３１、２で確認したことの生かし方を考えて手紙を書
く。（または、P36の例を視写する。）

こんなことはないかな １平仮名には、元になった漢字があることを知る。

［教科書P38］
２P38の「わ・ち・ゆ・れ」について、それぞれの字源
を意識して平仮名を書く。

◎平仮名の筆使いと文字の形に注意しながら、筆順に
従って丁寧に書くことができる。［知技(3)ウ、(3)エ
(ア)・(イ)］

３１、２で学習したことの生かし方を考えて、自分の
名前を平仮名で書く。（それぞれの平仮名の字源につ
いては、適宜、P38の二次元コードを読み取って資料を
確認する。）

平仮名／片仮名／ローマ字
１平仮名・片仮名の筆使い、筆順、外形などを確かめ
る。

［教科書P39］ ２ローマ字の書き方を確かめる。

◎点画の書き方や文字の形に注意しながら、筆順に
従って丁寧に書くことができる。［知技(1)ウ、(3)エ
(ア)］

四年生で学習した漢字

［教科書P40-41］

◎点画の書き方や漢字の組み立て方に注意しながら、
筆順に従って字形を整えて書くことができる。［知技
(1)エ、(3)エ(ア)］

五年生で学習する漢字

［教科書P42-44］

◎点画の書き方や漢字の組み立て方に注意しながら、
筆順に従って字形を整えて書くことができる。［知技
(1)エ、(3)エ(ア)・(イ)］

身近な文字をさがそう
１P49の写真を参考に、自分の町でどのような文字を見
たことがあるか、友達どうしやグループで話し合う。

［教科書P49］
２実際に町で文字を探す活動を行い、特徴や印象に
残っていること、日本語以外の文字についてなど、気
づいたことを発表し合う。

◎町にある身近な文字への関心を高めることができ
る。［知技(1)エ、(3)エ(ア)・(イ)］

１第５学年で学習する漢字について、点画の書き方、
文字の形、漢字の組み立て方、筆順などを適宜確かめ
る。

適宜

適宜

資料

適宜

１第４学年で学習した漢字について、点画の書き方、
文字の形、漢字の組み立て方、筆順などを適宜確かめ
る。



評価規準

【知】文字を書くときの姿勢を正しくしている。

【思】唱え歌に合わせて、文字を書くときの姿勢を確
かめている。

【態】積極的に(①)文字を書くときの姿勢を理解し
(③)、書写学習の見通しをもって(②)姿勢を正しくし
ようとしている(④)。

【知】筆記具の持ち方を正しくして書いている。

【思】唱え歌に合わせて、筆記具の正しい持ち方を確
かめている。

【態】積極的に(①)筆記具の正しい持ち方を理解し
(③)、学習課題に沿って(②)筆記具の持ち方を正しく
しようとしている(④)。

【知】文字を書くときの姿勢と筆記具の持ち方を正し
くして書いている。

【思】いろいろな線を書きながら、文字を書くときの
正しい姿勢と筆記具の持ち方を確かめている。

【態】積極的に(①)文字を書くときの正しい姿勢と筆
記具の持ち方を理解し(③)、学習課題に沿って(②)い
ろいろな線を書こうとしている(④)。

【知】点画の書き方（止め・払い）に注意しながら、
丁寧に書いている。

【思】「く」「つ」をなぞったり書いたりするなか
で、点画の書き方（止め・払い）を確かめている。

【態】進んで(①)点画の書き方（止め・払い）に注意
し(③)、学習課題に沿って(②)「く」「つ」をなぞっ
たり書いたりしようとしている(④)。

【知】点画の書き方（はね）に注意しながら、丁寧に
書いている。

【思】「か」をなぞったり書いたりするなか

【態】進んで(①)自分の名前の文字や校内にある文字
に関心をもち(③)、学習課題に沿って(②)自分の名前
を書いたり、校内にあるさまざまな文字を探したりし
ようとしている(④)。

【態】進んで(①)書写体操の四つの動きを理解し
(③)、学習課題に沿って(②)書写体操を行おうとして
いる(④)。

ひらがな

年間指導計画　１年

【態】進んで(①)書写学習の前の確認事項を理解し
(③)、学習課題に沿って(②) 机上の整理、書くための
準備運動、姿勢・筆記具の持ち方を確かめる一連の流
れを実践しようとしている(④)。

しょしゃ　すたーと　ぶっく



　　　で、点画の書き方（はね）を確かめている。

【態】進んで(①)点画の書き方（はね）に注意し
(③)、学習課題に沿って(②)「か」をなぞったり書い
たりしようとしている(④)。

【知】筆順に従って丁寧に書いている。

【思】「こ」「い」をなぞったり書いたりするなか
で、筆順を確かめている。

【態】進んで(①)筆順に気をつけ(③)、学習課題に
沿って(②)「こ」「い」をなぞったり書いたりしよう
としている(④)。

【知】点画の書き方（曲がり・折れ）に注意しなが
ら、丁寧に書いている。

【思】「の」「そ」をなぞったり書いたりするなか
で、点画の書き方（曲がり・折れ）を確かめている。

【態】進んで(①)点画の書き方（曲がり・折れ）に注
意し(③)、学習課題に沿って(②)「の」「そ」をな
ぞったり書いたりしようとしている (④) 。

【知】点画の書き方（結び）に注意しながら、丁寧に
書いている。

【思】「ます」をなぞるなかで、点画の書き方（結
び）を確かめている。

【態】進んで(①)点画の書き方（結び）に注意し
(③)、学習課題に沿って(②)「ます」をなぞろうとし
ている(④)。

【知】文字の形に注意しながら、筆順に従って丁寧に
書いている。

【思】「お・に・く・も・へ・い」をなぞるなかで、
文字の形を確かめている。

【態】進んで(①)文字の形に注意し(③)、学習課題に
沿って(②) 「お・に・く・も・へ・い」をなぞろうと
している(④)。

【知】点画の書き方や文字の形に注意しながら、筆順
に従って丁寧に書いている。

【思】「くつ」「かっぱ」などの言葉をなぞるなか
で、点画の書き方や文字の形、筆順を確かめている。

【態】進んで(①)点画の書き方や文字の形、筆順に気
をつけ(③)、学習課題に沿って(②)「くつ」「かっ
ぱ」などの言葉をなぞろうとしている(④)。

【知】点画の書き方や、ます目の用紙・罫線の用紙の
書き方に注意しながら、筆順に従って丁寧に書いてい
る。

【思】好きなことを紹介する文を書くなかで、点画の
書き方や、ます目の用紙・罫線の用紙の書き方を確か
めている。

【態】進んで(①)点画の書き方や、ます目の用紙・罫
線の用紙の書き方に注意し(③)、学習課題に沿って
(②)好きなことを紹介する文を書こうとしている
(④)。

【知】点画の書き方や文字の形、横書きの書き方、数
字の書き方に注意しながら、筆順に従って丁寧に書い
ている。

【思】横書きで観察日記を書くなかで、点画の書き方
や文字の形、横書きの書き方を確かめている。

【態】積極的に(①)点画の書き方や文字の形、横書き
の書き方に注意し(③)、今までの学習を生かして(②)
横書きで観察日記を書こうとしている(④)。



【知】点画の書き方や罫線の用紙の書き方に注意しな
がら、筆順に従って丁寧に書いている。

【思】点画の書き方や罫線の用紙の書き方を確かめて
いる。

【態】進んで(①)点画の書き方や罫線の用紙の書き方
を確かめ(③)、今までの学習を生かして(②)間違えや
すいポイントに気をつけて書こうとしている(④)。

【知】文字の形に注意しながら、筆順に従って丁寧に
書いている。

【思】「ね‐れ‐わ」「あ‐め‐ぬ」などをなぞるな
かで、文字の形の違いを確かめている。

【態】進んで(①)文字の形の違いに気をつけ(③)、学
習課題に沿って(②)「ね‐れ‐わ」「あ‐め‐ぬ」な
どをなぞろうとしている(④)。

【知】点画の書き方（止め・はね・払い）に注意しな
がら、水書用筆で丁寧に書いている。

【思】水書用筆で書くなかで、点画の書き方（止め・
はね・払い）を確かめている。

【態】進んで(①)点画の書き方（止め・はね・払い）
に注意し(③)、学習課題に沿って(②)水書用筆で書こ
うとしている(④)。

【知】点画の書き方や文字の形に注意しながら、筆順
に従って丁寧に書いている。

【思】自分の名前を書くなかで、点画の書き方や文字
の形、筆順を確かめている。

【態】進んで(①)点画の書き方や文字の形、筆順に気
をつけ(③)、今までの学習を生かして(②)自分の名前
を書こうとしている(④)。

【知】点画の書き方（終筆・送筆）に注意しながら、
筆順に従って丁寧に書いている。

【思】「パン」「オ・ス・セ」をなぞったり見たりす
るなかで、点画の書き方（終筆・送筆）を確かめてい
る。

【態】進んで(①)点画の書き方（終筆・送筆）に注意
し(③)、学習課題に沿って(②) 「ゼリー」「オレン
ジ」「スープ」「パン」をなぞろうとしている(④)。

【知】点画の書き方や文字の形に注意しながら、筆順
に従って丁寧に書いている。

【思】片仮名で自分の名前を書くなかで、点画の書き
方や文字の形、筆順を確かめている。

【態】進んで(①)点画の書き方や文字の形、筆順に気
をつけ(③)、今までの学習を生かして(②)自分の名前
を書こうとしている(④)。

【知】点画の書き方（止め・はね・払い）に注意しな
がら、筆順に従って丁寧に書いている。

【思】「小」「大」をなぞるなかで、点画の書き方
（止め・はね・払い）を確かめている。

【態】進んで(①)点画の書き方（止め・はね・払い）
に注意し(③)、学習課題に沿って(②)止め・はね・払
いをもつ線や漢字をなぞろうとしている(④)。

【知】点画の書き方（折れ・曲がり・反り）に注意し
ながら、筆順に従って丁寧に書いている。

【思】「日」「七」「子」をなぞるなかで、点画の書
き方（折れ・曲がり・反り）を確かめている。

【態】進んで(①)点画の書き方（折れ・曲がり・反
り）に注意し(③)、学習課題に沿って(②)折れ・曲が
り・反りをもつ線や漢字をなぞろうとしている(④)。

【知】筆順に従って丁寧に書いている。

かたかな

かん字



【思】「三・二・空・テ」「川・人・八・ツ」を書く
なかで、筆順とその原則を確かめている。

【態】進んで(①)筆順に気をつけながら(③)、学習課
題に沿って(②)「三・二・空・テ」「川・人・八・
ツ」をなぞろうとしている(④)。

【知】点画の長短や方向に注意しながら、文字を正し
く書いている。

【思】点画の長短や方向を確かめている。

【態】進んで(①)点画の長短や方向の違いに注意し
(③)、今までの学習を生かして(②)「八人」「ハム」
「シーソー」「ツナサンド」をなぞろうとしている
(④)。

【知】文字の形に注意しながら書いている。

【思】「十」「二」「月」を書くなかで、文字の形を
確かめている。

【態】進んで(①)文字の形に注意し(③)、学習課題に
沿って(②)「十」「二」「月」を書こうとしている
(④)。

【知】「日」「山」「川」の成り立ちを知り、丁寧に
書いている。

【思】「日」「山」「川」を丁寧に書きながら、その
成り立ちを確かめている。

【態】進んで(①) 「日」「山」「川」の成り立ちを理
解し(③)、学習課題に沿って(②)丁寧に書こうとして
いる(④)。

【知】今までに学習した知識・技能を生かして書いて
いる。

【思】書き初めを書くなかで、今までに学習した知
識・技能の生かし方を考えている。

【態】積極的に（①）習得した知識・技能を振り返り
（③）、今までの学習を生かして（②）書き初めを書
こうとしている（④）。

【知】今までに学習した知識・技能を生かして書いて
いる。

【思】「一年生の思い出」を書くなかで、今までに学
習した知識・技能の生かし方を考えている。

【態】進んで（①）習得した知識・技能を振り返り
（③）、今までの学習を生かして（②）「一年生の思
い出」を書こうとしている（④）。

【知】点画の書き方（止め・はね・払い）に注意しな
がら、丁寧に空書きしている。

【思】空書きをするなかで、点画の書き方（止め・は
ね・払い）を確かめている。

【態】進んで(①)点画の書き方（止め・はね・払い）
に注意し(③)、学習課題に沿って(②)空書きしようと
している(④)。

【知】点画の書き方や文字の形に注意しながら、筆順
に従って丁寧に書いている。

【態】進んで(①)点画の書き方や文字の形、筆順など
に気をつけて(③)、今までの学習を生かして(②)丁寧
に書こうとしている(④)。

まとめ

しりょう



評価規準

【知】毛筆の特徴や、毛筆を使用した学習の意義を理
解している。

【思】毛筆の特徴を確かめている。

【態】進んで（①）毛筆の特徴を理解し（③）、学習
の見通しをもって（②）毛筆で学習する意義を話し合
おうとしている（④）。

【知】毛筆用具の準備のしかたを理解している。

【思】毛筆用具の準備のしかたを確かめている。

【態】進んで（①）毛筆用具の準備のしかたを理解し
（③）、学習の見通しをもって（②）適切に扱おうと
している(④)。

【知】毛筆で書くときの姿勢や筆の持ち方を正しくし
ている。

【思】正しい姿勢や筆の持ち方を確かめている。

【態】進んで（①）毛筆で書くときの姿勢や筆の持ち
方を理解し（③）、学習課題に沿って(②)姿勢や持ち
方を正しくしようとしている（④）。

【知】筆の持ち方や腕の動かし方、毛筆用具の片づけ
方を理解している。

【思】筆の正しい持ち方や腕の動かし方、毛筆用具の
片づけ方を確かめている。

【態】進んで(①)筆の持ち方や腕の動かし方、毛筆用
具の片づけ方を理解し(③)、学習課題に沿って（②）
正しい持ち方で腕を動かし、毛筆用具を適切に扱おう
としている（④）。

【知】学習の進め方やタブレット端末を使う姿勢・活
用のしかたを理解している。

【思】学習の進め方やタブレット端末を使う姿勢・活
用のしかたを確かめている。

【態】進んで（①）書写学習の進め方やタブレット端
末を使う姿勢・活用のしかたを理解し（③）、学習課
題に沿って(②)学習を進めたりタブレット端末を活用
したりしようとしている（④）。

【知】毛筆で書くときの穂先の向きや軸の傾き、空書
きのしかたを理解している。

【思】毛筆で書くときの穂先の向きや軸の傾き、空書
きのしかたを確かめている。

【態】進んで(①)毛筆で書くときの穂先の向きや軸の
傾き、空書きのしかたを理解し(③)、学習課題に沿っ
て（②）空書きをしたり、正しい姿勢と持ち方に気を
つけて任意の線を書いたりしようとしている（④）。

【態】進んで(①)書写学習の前の確認事項を理解し
(③)、学習課題に沿って(②) 机上の整理、書くための
準備運動、姿勢・持ち方を確かめる一連の流れを実践
しようとしている(④)。

毛筆スタートブック

年間指導計画　３年



【知】点画の種類を理解している。

【思】点画の種類を、形の特徴と名称とを関連づけて
確かめている。

【態】進んで(①)点画の持ち方を理解し(③)、学習課
題に沿って（②）点画を指でなぞり、その名称を書こ
うとしている（④）。

【知】毛筆を使用して、横画の書き方への理解を深め
て書いている。

【思】毛筆で「二」を書写するなかで、横画の書き方
を確かめている。

【態】進んで（①）横画の書き方への理解を深め
（③）、学習課題に沿って（②）横画をもつ漢字を書
こうとしている（④）。

【知】毛筆を使用して、縦画の書き方への理解を深め
て書いている。

【思】毛筆で「土」を書写するなかで、縦画の書き方
を確かめている。

【態】進んで（①）縦画の書き方への理解を深め
（③）、学習課題に沿って（②）縦画をもつ漢字を書
こうとしている（④）。

【知】毛筆を使用して、折れの書き方への理解を深め
て書いている。

【思】毛筆で「日」を書写するなかで、折れの書き方
を確かめている。

【態】進んで（①）折れの書き方への理解を深め
（③）、学習課題に沿って（②）折れをもつ漢字を書
こうとしている（④）。

【知】小筆の使い方を理解して、正しい持ち方で書こ
うとしている。

【思】小筆の正しい持ち方を確かめている。

【態】積極的に（①）小筆の使い方を理解し（③）、
学習の見通しをもって（②）正しい持ち方で書こうと
している（④）。

【知】手紙の書き方を理解し、今までに学習した知
識・技能を生かして書いている。

【思】案内の手紙を書く活動のなかで、手紙の書き方
を確かめたり、今までに学習した知識・技能の生かし
方を考えたりしている。

【態】進んで(①)手紙の書き方を理解し(③)、今まで
の学習を生かしながら（②）案内の手紙を書こうとし
ている（④）。

【知】横書きの書き方に注意して書いている。

【思】横書きの例文を書くなかで、横書きの２種類の
書き方を確かめている。

【態】積極的に（①）横書きの書き方や数字・ローマ
字の書き方を確かめ（③）、学習課題に沿って（②）
例文を書こうとしている（④）。

漢字の筆使い



【知】毛筆を使用して、筆圧に注意して書いている。

【思】筆圧によって点の大きさや線の太さが変わるこ
とを確かめている。

【態】積極的に（①）筆圧に注意して（3）、学習課題
に沿って（②）いろいろな太さの横画を書こうとして
いる（④）。

【知】毛筆を使用して、左払い・右払いの書き方への
理解を深め、筆圧などに注意して書いている。

【思】毛筆で「木」を書写するなかで、書き方を確か
めている。

【態】進んで（①）左払い・右払いの書き方への理解
を深め（③）、学習課題に沿って（②）左払い・右払
いをもつ漢字を書こうとしている（④）。

【知】毛筆を使用して、点・はねの書き方への理解を
深め、筆圧などに注意して書いている。

【思】毛筆で「小」を書写するなかで、点・はねの書
き方を確かめている。

【態】進んで（①）点・はねの書き方への理解を深め
（③）、学習課題に沿って（②）点・はねをもつ漢字
を書こうとしている（④）。

【知】毛筆を使用して、曲がりの書き方への理解を深
め、筆圧などに注意して書いている。

【思】毛筆で「元」を書写するなかで、曲がりの書き
方を確かめている。

【態】進んで（①）曲がりの書き方への理解を深め
（③）、学習課題に沿って（②）曲がりをもつ漢字を
書こうとしている（④）。

【知】今までに学習した知識・技能を生かして書いて
いる。

【思】ことわざをなぞる活動のなかで、今までに学習
した知識・技能を確かめている。

【態】積極的に（①）習得した知識・技能を振り返り
（③）、今までの学習を生かしながら（②）硬筆でこ
とわざをなぞろうとしている（④）。

【知】毛筆を使用して、平仮名の筆使い（丸み）への
理解を深め、筆圧などに注意して書いている。

【思】毛筆で「つり」を書写するなかで、平仮名の筆
使い（丸み）を確かめている。

【態】進んで（①）平仮名の筆使い（丸み）への理解
を深め（③）、学習課題に沿って（②）平仮名を書こ
うとしている（④）。

【知】左右の部分でできている漢字の組み立て方を理
解し、形を整えて書いている。

【思】左右の部分でできている漢字を書くなかで、幅
を狭くすると字形が整うことを確かめている。

【態】積極的に（①）左右の部分の組み立て方を理解
し（③）、学習課題に沿って（②）左右の部分ででき
ている漢字を書こうとしている（④）。

【知】配列（行の中心）に注意して読みやすく書いて
いる。

平がなの筆使い

漢字の組み立て

文字の配列



【思】硬筆で「立冬」「東西」をなぞるなかで、文字
の中心を見つける目安を確かめている。

【態】進んで（①）配列（行の中心）に注意し
（③）、学習課題に沿って（②）言葉をなぞろうとし
ている（④）。

【知】筆記具の持ち方を正しくして書いている。

【思】自分の筆記具の持ち方を確かめている。

【態】積極的に(①)自分の筆記具の持ち方を確かめ
(③)、今までの学習を生かして（②）筆記具の持ち方
を正しくして任意の文字を書こうとしている(④)。

【知】今までに学習した知識・技能を生かして書いて
いる。

【思】書き初めを書くなかで、今までに学習した知
識・技能の生かし方を考えている。

【態】積極的に（①）習得した知識・技能を振り返り
（③）、今までの学習を生かして（②）書き初めを書
こうとしている（④）。

【知】今までに学習した知識・技能を生かして書いて
いる。

【思】毛筆で「水玉」を書くなかで、今までに学習し
た知識・技能の生かし方を考えている。

【態】進んで（①）習得した知識・技能を振り返り
（③）、今までの学習を生かして（②）自分で決めた
めあてに沿った文字を書こうとしている（④）。

【知】全国で作られる毛筆用具や、その作り方を理解
している。

【態】進んで（①）全国で作られる毛筆用具やその作
り方を理解し（③）、今までの学習を生かして（③）
理解したことや感じたことを交流しようとしている
（④）。

【知】点画の書き方や文字の形に注意しながら、筆順
に従って丁寧に書いている。

【態】進んで（①）点画の書き方や文字の形、筆順な
どに気をつけて（③）、今までの学習を生かしながら
（②）書こうとしている（④）。

【知】点画の書き方や文字の組み立て方に注意しなが
ら、筆順に従って字形を整えて書いている。

【態】積極的に（①）点画の書き方や文字の組み立て
方、筆順などを確かめ（③）、今までの学習を生かし
ながら（②）字形を整えて書こうとしている（④）。

【知】点画の書き方や文字の組み立て方に注意しなが
ら、筆順に従って字形を整えて書いている。

【態】積極的に（①）点画の書き方や文字の組み立て
方、筆順などを確かめ（③）、今までの学習を生かし
ながら（②）字形を整えて書こうとしている（④）。

まとめ

しりょう



【知】筆の洗い方や乾かし方を理解している。

【思】筆の洗い方や乾かし方を確かめている。

【態】積極的に（①）筆の洗い方や乾かし方を理解し
（③）、学習の見通しをもって（②）適切に扱おうと
している(④)。

評価規準

【知】毛筆用具の準備のしかた・片づけ方を理解して
いる。

【思】毛筆用具の準備のしかた・片づけ方を確かめて
いる。

【態】積極的に（①）毛筆用具の準備のしかた・片づ
け方を理解し（③）、学習課題に沿って（②）適切に
扱おうとしている(④）。

【知】書くときの姿勢を正しくしている。

【思】書くときの正しい姿勢を確かめている。

【態】進んで（①）書くときの姿勢を確かめ（③）、
学習課題に沿って(②)姿勢を正しくしようとしている
（④）。

【知】筆の持ち方やタブレット端末を使う姿勢・活用
のしかたを理解している。

【思】筆の持ち方やタブレット端末を使う姿勢・活用
のしかたを確かめている。

【態】進んで（①）筆の持ち方やタブレット端末を使
う姿勢・活用のしかたを確かめ（③）、学習課題に
沿って(②)筆の持ち方を正しくしようしたり、タブ
レット端末を活用しようとしたりしている（④）。

【知】「にょう」をもつ漢字の組み立て方を理解し、
形を整えて書いている。

【思】毛筆で「道」を書写するなかで、「にょう」を
もつ漢字の組み立て方を確かめている。

【態】進んで（①）「にょう」をもつ漢字の組み立て
方を理解し(③)、学習課題に沿って（②）「にょう」
をもつ漢字を書こうとしている（④）。

【知】漢字の部分の組み立て方への理解を深めて書い
ている。

【思】硬筆で漢字を書くなかで、漢字の部分の組み立
て方を確かめている。

【態】積極的に（①）漢字の部分の組み立て方に注意
して(③)、今までの学習を生かしながら（②）漢字を
書こうとしている(④)。

【知】速く書く場面で使ってもよい書き方を理解して
いる。

【思】例示された文字を書くなかで、速く書く場面で
使ってもよい書き方を確かめている。

いつも気をつけよう

年間指導計画　５年

【態】積極的に（①）学習の進め方を理解し（③）、
学習の見通しをもって（②）書写学習に取り組もうと
している（④）。

漢字の組み立て



【態】進んで(①)速く書く場面で使ってもよい書き方
を理解し(③)、学習課題に沿って(②)速く書く場合の
書き方で書こうとしている（④）。

【知】場面と書く速さの関係を理解し、書く速さを意
識して書いている。

【思】文字を書くときには、場面にふさわしい速さが
あることを確かめている。

【態】積極的に（①）場面と書く速さの関係を理解し
（③）、学習課題に沿って（②）速さを意識して書こ
うとしている（④）。

【知】速く正確に書き留めるための方法を理解し、書
く速さを意識して書いている。

【思】インタビューメモを書く活動のなかで、すばや
く書き留めるための方法を確かめている。

【態】積極的に（①）速く正確に書き留めるための方
法を理解し（③）、学習課題に沿って（②）速さを意
識してインタビューメモを書こうとしている（④）。

【知】手書き文字のもつ力やよさについて理解してい
る。

【思】手書き文字のもつ力やよさについて考えてい
る。

【態】進んで（①）手書き文字に興味をもち(③)、学
習課題に沿って（②）壁新聞から受けた印象について
話し合おうとしている（④）。

【知】手書き文字と活字の違いを理解している。

【思】手書き文字と活字の違いを確かめている。

【態】積極的に（①）手書き文字と活字の違いを考え
（③）、学習課題に沿って（②）手書き文字と活字の
違いや、地域ゆかりの活字について話し合おうとして
いる（④）。

【知】点画のつながりと字形の関係を理解し、穂先の
動きと点画のつながりを意識して書いている。

【思】穂先の動きと点画のつながりを意識して「ふる
さと」を毛筆で書写するなかで、点画のつながりと字
形の関係を確かめている。

【態】積極的に(①)穂先の動きと点画のつながりを意
識し(③)、学習課題に沿って(②）平仮名の言葉を書こ
うとしている（④）。

【知】筆順と字形の関係を理解して書いている。

【思】毛筆で「成長」を書写するなかで、画の始筆の
付き方を確かめている。

【態】進んで（①）筆順と字形の関係を考え（③）、
学習課題に沿って（②）画の始筆どうしが付く漢字を
書こうとしている（④）。

【知】今までに学習した知識・技能を生かして書いて
いる。

【思】「竹取物語」をなぞる活動のなかで、今までに
学習した知識・技能の生かし方を考えている。

字の形

書くときの速さ



【態】積極的に（①）習得した知識・技能を振り返り
（③）、今までの学習を生かして（②）、「竹取物
語」をなぞろうとしている（④）。

【知】漢字や仮名の大きさに注意して書いている。

【思】毛筆で「読む」を書写するなかで、漢字や仮名
の大きさを確かめている。

【態】進んで（①）漢字や仮名の大きさに注意し
（③）、学習課題に沿って（②）毛筆と硬筆で「読
む」を書こうとしている（④）。

【知】用紙全体との関係に注意して、文字の大きさや
配列などを決めて書いている。

【思】毛筆で半紙に「飛行」を書写するなかで、半紙
に対する文字の大きさや配置を工夫している。

【態】進んで（①）文字の大きさや配置について考え
(③)、学習課題に沿って（②）いろいろな大きさの用
紙にバランスよく書こうとしている（④）。

【知】漢字や仮名の大きさ、配列に注意するととも
に、目的に応じて使用する筆記具を選び、その特徴を
生かして書いている。

【思】新聞などを制作する活動のなかで、漢字や仮名
の大きさ、配列、筆記具の使い分けなど、学習した知
識・技能の生かし方を考えている。

【態】積極的に（①）漢字や仮名の大きさ、配列、筆
記具の使い分けなどを工夫して(③)、学習課題に沿っ
て（②）新聞などを読みやすく書こうとしている
（④）。

【知】今までに学習した知識・技能を生かして書いて
いる。

【思】書き初めを書くなかで、今までに学習した知
識・技能の生かし方を考えている。

【態】積極的に（①）習得した知識・技能を振り返り
（③）、今までの学習を生かして（②）書き初めを書
こうとしている（④）。

【知】今までに学習した知識・技能を生かして書いて
いる。

【思】毛筆で「近づく春」を書写するなかで、今まで
に学習した知識・技能の生かし方を考えている。

【態】進んで（①）習得した知識・技能を振り返り
（③）、今までの学習を生かして（②）自分で決めた
めあてに沿った文字を書こうとしている（④）。

まとめ

文字の配列



【知】今までに学習した知識・技能を生かして書いて
いる。

【思】プログラムや寄せ書きなどを書く活動のなか
で、今までに学習した知識・技能の生かし方を考えて
いる。

【態】進んで（①）習得した知識・技能を振り返り
（③）、今までの学習を生かして（②）プログラムや
寄せ書きなどを書こうとしている（④）。

【知】アルファベットの大きさや配列に注意して書い
ている。

【思】「My Hero カード」を作る活動のなかで、今ま
でに学習したことの生かし方を考えている。

【態】進んで（①）アルファベットの大きさや配列に
注意し（③）、学習課題に沿って（②）「My Hero
カード」を書こうとしている（④）。

【知】今までに学習した知識を生かして書いている。

【思】便箋、封筒、都道府県漢字などを書く活動のな
かで、今までに学習した知識・技能の生かし方を考え
ている。

【態】進んで（①）習得した知識・技能を振り返り
（③）、今までの学習を生かして（②）便箋、封筒、
都道府県漢字などを書こうとしている（④）。

【知】平仮名の筆使いと文字の形に注意しながら、筆
順に従って丁寧に書いている。

【思】自分の名前を平仮名で書く活動のなかで、筆使
い、文字の形、筆順などを確かめている。

【態】進んで（①）筆使い、文字の形、筆順などに気
をつけて（③）、学習課題に沿って（②）自分の名前
を平仮名で書こうとしている（④）。

【知】点画の書き方や文字の形に注意しながら、筆順
に従って丁寧に書いている。

【態】進んで（①）点画の書き方や文字の形、筆順な
どに気をつけて（③）、今までの学習を生かしながら
（②）書こうとしている（④）。

【知】点画の書き方や漢字の組み立て方に注意しなが
ら、筆順に従って字形を整えて書いている。

【態】積極的に（①）点画の書き方や漢字の組み立て
方、筆順などを確かめ（③）、今までの学習を生かし
ながら（②）字形を整えて書こうとしている（④）。

【知】点画の書き方や漢字の組み立て方に注意しなが
ら、筆順に従って字形を整えて書いている。

【態】積極的に（①）点画の書き方や漢字の組み立て
方、筆順などを確かめ（③）、今までの学習を生かし
ながら（②）字形を整えて書こうとしている（④）。

【態】積極的に（①）身近な文字を探し（③）、学習
の見通しをもって（②）見つけた文字や気づいたこと
について発表しようとしている（④）。

資料


